





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































72）大谷恵教：ホッブスの政治哲学一義務論一に関するハワー ド・ウォー リンダー の見解を中心として－
（その1）（拓殖大学論集151957）
73）水田洋：政治思想史の人々－トマス・ホッブズ（法学セミナー151957）
74）大谷恵教：ホッブスの政治哲学一義務論一に関するハワード・ウォーリンタ．－の見解を中心として
－（その2）（拓殖大学論集161958）
75）大谷恵教：同上（その3）（拓殖大学論集171958）
76）大谷恵教：同上（その4）（拓殖大学論集181958）
77）田中浩：ホッブズとハリントンー体制の危機認識における二つの立場一（水田洋編『イギリス革命一
思想史的研究」御茶の水書房1958増補版1976〔第6章〕）
78）深瀬基寛：（訳）真理の哲学的研究（承前）－トマス・ホッブズ(B・ウイレー『17世紀の思想
的風土』創文社1958〔第6章〕）
79）大谷恵教：ホッブスの政治哲学一義務論一に関するハワード・ウ寸一リンダーの見解を中心として－
（その5）（拓殖大学論集191959）
80）大谷恵教：同上（その6）（拓殖大学論集201959）
81）大谷恵教：同上（その7）（拓殖大学論集211959）
82）田中正司：ホッブス自然法思想の近代性解釈をめぐって－とくにウォリンダー氏の所論を中心とし
て一（横浜大学論叢社会科学系列101959）
-1960年代-
83）大井正：近世社会思想史における「個人」概念の形成と展開一ホッブズからミルまで－(政経論叢〔明
大〕29－41960）〔大井正『唯物論史観における個人概念の探求』未来社1970〔第2章）所収〕
84）城塚登：ホッブスの社会思想（城塚登『近代社会思想史』東京大学出版会1960〔第3章IH])
85)福田歓一:政治哲学としての社会契約説(南原繁先生古稀記念『政治思想における西欧と日本(上)』
東大出版会1961所収）
86）田中浩・水田洋：（訳）リヴァイアサン河出書房1962（世界大思想全集社会・宗教・科学思想
篇2）〔第4部は部分訳〕
87）南原繁：絶対主義一ホッブスー（南原繁『政治理論史」東京大学出版会1962〔第4章第2節〕）
88）森永毅彦：社会契約説の政治像一トーマス・ホツブス研究ノート（学習院大学政経学部研究年報9
1962）
89）桜井弘木：ホッブズの主権論について（哲学論叢〔東教大〕211963）
90）西島幸右：ルソーとホッブズールソーの政治思想の形成過程（世界史研究28･29･301963)
91）吉沢伝三郎：ホッブズの国家哲学－その基本的諸概念についての覚書（哲学史〔都立大〕51963）
92）水田洋：（訳）リヴァイアサン（二）岩波文庫1964〔第2部全訳と第3部第4部の部分訳，解説
：473-489ペー ジ〕
93）井上庄七：ホッブスの最初の体系計画（研究〔神戸大〕351965）
94）加茂直樹：自然的人間から人工的国家ヘーホッブズの政治思想（哲学研究43－21965）
26 加藤喜代志
95）桜井弘木：ホッブスと神（哲学論叢〔東教大〕231965）
96）水田洋他：（訳）ホッブズ（フランツ・ポルケナウ『封建的世界像から市民的世界像へ』糸すず書房
1965〔第7章〕）
97）太田可夫：『リヴァイアサン』と私（世界の大思想13ホッブズ『リヴァイアサン』河出書房新社
月報221966）
98）川中藤治：ホッブスの社会契約説（名城法学16－1．21966）
99）小池正行：イギリス産業革命の形成とホッブズ（歴史教育14-101966）
100)渋谷浩：リヴァイアサンにおける法と権利一フッド教授のホッブズ解釈をめく･って（経済論集〔明学
大〕81966）
101)田中浩・水田洋:(訳）リヴァイアサン〈国家論＞河出書房新社1966(世界の大思想13)[解
説（水田）：トマス・ホッブズー生涯と思想－，（田中）：日本におけるホッブズ研究について〕
102）長沼忠兵衛：ホッブズの社会思想にかんするノート（西洋史学681866）
103）藤原保信：（書評)C.B.マクファースン『所有的個人主義の政治理論』（早稲田政治経済学雑誌
2011966）
104)水田洋：ホッブズの著作とかれにかんする文献（調査と資料〔名大]321966)
105)山本晴義：ホッブスの社会倫理（大阪経済大学論集541966)
106)桜井弘木：ホッブズ解釈の問題（哲学論叢〔東教大]251967)
107）西村貞二：イギリス史のひとびと－ホッブス（あるびよん421967）
108）岸畑豊：ホッブズ哲学の諸問題（大阪大学文学部紀要141968）
109)服部良一：ホッブスと歴史（三重大学教育学部教育研究所研究紀要391968)
110）小泉仰：トーマス・ホッブズは自然主義者か（日本デューイ学会紀要101969)
-1970年代-
111）田中一郎：ホッブスのコナートス概念について（物理学史研究〔神戸大〕6－41970）
112）太田可夫：（水田洋編）イギリス社会哲学の成立と展開社会思想社1971〔上記(26)の著作に，
論文（25）およびロック，スミスに関するいくつかの論文を追加〕
113）小池正行：家父長権思想とホッブズ（上）（思想5671971）
114）小池正行：同上（下）（思想5681971）
115）桜井弘木：トマス・ホッブズにおける哲学と科学について（星薬科大学紀要131971）
116)佐々 木高雄:P.C.マイヤー ターッシュ『トマス・ホッブズと抵抗権』の研究(青山法学論集13-2
1971）
117）信太正三：（訳）トマス・ホッブズー 市民的主体の成立（ベルナルド・ヴィルムス『革命と拒絶』理
想社1971〔第2章〕）
118）高橋真司：ホッブズの文体（蘆城31971）
119）高橋真司：ホッブズの善の理論（一橋論叢66－41971）
120)福田歓一：近代政治原理成立史序説岩波書店1971[論文(47)(50)(55)(66)(85)所収〕
121）永井道雄，宗片邦義：（訳）リヴァイアサン中央公論社1971（世界の名著23）〔第3．4部は
抄訳または要訳；解説(永井道雄）：恐怖・不信・平和への道一政治科学の先駆者，後に永井道雄『歴
史と国家』中央公論社1975に所収〕
122）藤原保信：ホッブスの政治哲学1（序説）ホッブス解釈の問題（早稲田政治経済学雑誌226．227
1971）
123）佐々 木高雄：『トマス・ホッブズと抵抗権』(P.C.マイヤー ターッシュ著）の研究(2)(青山法学
論集13－41972）
124）田中浩：（書評）変革期と思想一福田歓一著『近代政治原理成立史序説』－（思想5771972）
125）長尾龍一：（訳）カール・シュミット著『リヴァイアサンー近代国家の生成と挫折』福村出版1972
日本におけるホッブズ研究 27
126）藤原保信：ホツブスの政治哲学2ホツブス哲学の方法(上)(早稲田政治経済学雑誌2291972）
127）藤原保信：同上3（下）（早稲田政治経済学雑誌2321972）
128）山本晴義：ホッブズ（山本晴義『社会倫理思想史一マルクス主義的人間観序説一』新泉社1972〔第
1章〕）
129）伊藤皓文：国家と防衛一ホッブズの理論をめく･って－（外交時報11031973）
130）桜井弘木：自由と必然一ホッブズ研究より（星薬科大学紀要151973）
131）藤原保信：ホツブズの人間論（上）（早稲田政治経済学雑誌2331973）
132）藤原保信：ホッブスの自然哲学一機械論的自然観の成立（社会科学討究〔早大〕18－21973）
133）藤原保信:T・ホツブス『物体論』初期草稿（早稲田政治経済学雑誌2341973)
134）藤原保信：ホッブズ自然哲学の形成一「第一原理についての小論」をめく･って一（早稲田政治経済学
雑誌2351973）
135）藤原保信：ホツブス政治哲学と宗教（社会科学討究〔早大〕19－11973）
136）水田洋：（書評）福田歓一『近代政治原理成立史序説」（歴史学研究3961973）
137)吉田達志：トーマス・ホッブスのピューリタン革命観一『ビヒモス」を中心として（法学論叢〔京大〕
93－31973）
138）加藤喜代志：ホツブズ研究（歴史学研究4071974)
139）岸畑豐：ホツブズ哲学の諸問題創文社1974〔論文（108）所収〕
140）桜井弘木：ヘーケルとホッブズにおける国家と自由（宮本冨士雄編著『ヘーケルと現代〕理想社
1974所収）
141）佐藤正志：ホツブズ社会哲学の前提（早稲田政治公法研究31974）
142）添谷育志：マクフアースン氏のホッブズ論（東北大学法学37－3．41974）
143）添谷育志：ホツブズ政治哲学の人間論的意味一生産活動・暴力死・他者一（理想4961974）
144）高橋真司：ホツブズ哲学における近代人および近代国家の像(長崎造船大学研究報告15－11974）
145）高橋真司：デカルトとホッブズー情念・道徳・政治をめぐって（長崎造船大学研究報告15－2
1974）
146）田中一郎:Th.Hobbesにおける光と形象の理論（科学史研究1101974)
147）田中浩：ホツブズー近代国家論の生誕一（田口富久治，田中浩編『国家思想史上近代』青木書店
1974〔第1章〕）
148）中村義和：ホッブズ政治哲学の方法と人間論（政経論叢〔広大〕23－5．61974）
149）中村義知：トマス・ホッブズの自然法論における自律的人間観の確立（政経論叢24－11974）
150）中村義知：ホッブズ国家論とノミナリズム（政経論叢24－21974）
151）中村義知：ホッブズ政治哲学におけるコモンウェル久樹立の信約をめぐる諸問題(政経論叢24－3
1974）
152）藤原保信：ホツブズの人間論（下）（早稲田政治経済学雑誌236．2371974）
153）藤原保信：近代政治哲学の形成一ホツブズの政治哲学－早稲田大学出版部1974〔論文（122）
（126）（127）（131）（132）（133）（134）（135）所収〕
154）吉田達志：ホッブズにおける法と権利の問題（名古屋工業大学学報261974）
155）大平伍郎：ホツブズ論覚書（名古屋人文科学研究会年報1975）
156）工藤喜作：ホツブズのコナツス（人文研究〔神戸大〕621975）
157）佐藤正志：トマス・ホツブズの学的方法論（早稲田政治公法研究41975）
158）添谷育志：ホッブズとヘーケルー比較研究的解釈試論一思想5101975)
159）高橋真司：近代日本におけるホッブズ哲学受容の歴史（長崎造船大学研究報告16－21975）
160）高橋真司：ホツブズの人間観に関する一考察（長崎造船大学研究報告16－21975）
161）野嶌一郎：ビヒモスにおけるホッブズの内乱原因論と政治哲学（西洋史学報〔広大〕復刊31975）
162）藤原保信・小笠原弘親他：（訳）ホツブズ（ジョン・プラムナツツ『近代政治思想の再検討Iマ
28 加藤喜代志
キァヴェリーホッブズ』早稲田大学出版部1975〔第4章〕）
163）桜井弘木：価値と事実一ホッブズ研究より（星薬科大学紀要171976）
164）田中秀夫：ホッブズ社会哲学形成史における｢歴史｣の意味一ホッブズ社会哲学の成立過程－1－(経
済論叢〔京大〕117－5．61976）
165）中村義知：ホッブスの政治体系における顕教と密教一絶対主義と個人主義との拮抗(政経論叢〔広大〕
25－61976）
166）野嶌一郎：ホッブズにおける義務理論と絶対主権論（史学研究〔広大〕1341976）
167）藤原保信：ホッブズ（藤原保信『西欧政治理論史（上）その構造と展開』御茶の水書房1976〔第6
章〕）
168）弁味準之輔：ホッブス（弁味準之輔『ユートピアと権力一プラトンからレーニンまで』東大出版会
1976〔第三章〕）
169）三吉敏博・初宿正典：（訳)P.C・マイヤーータツシユ『ホツブズと抵抗権』木鐸社1976
170)水田洋：トマス・ホッブズ（水田洋『近代思想の展開j新評論1976[(第一章）ただし上記(101)
解説（トマス・ホッブズ）に大幅加筆〕）
171）尾形典男・福田歓一・佐々木毅：（訳）ホッブズー規則の体系としての政治社会（シェルドン。S・
ウォーリン『西欧政治思想史IIIマキァヴェリとホッブズ』福村出版1977[第8章])
172）加藤喜代志：ホツブズ政治思想の展開過程（歴史学研究4491977）
173）佐々木高雄：トマス・ホッブズと暴君放伐論1（法律時報49－11977）
174）佐々木高雄：同上2（法律時報49－21977）
175）佐藤正志：ホツブズの自然概念一因果関係の目的論的転換一（飯坂・田中・藤原編『社会契約説』新
評論1977〔第4章〕）
176）鈴木秀勇：戦争状態としての自然状態の規定とbonumsibiの概念一『リヴァイアサン』の不分明一
（一橋論叢78－51977）
177）高野清弘：ホツブズ主権理論の形成一宗教論との関連において一(飯坂・田中・藤原編『社会契約説」
新評論1977〔第5章〕）
178）田中秀夫：ホッブスの初期論説「トウキュディデースの生涯と歴史」について－ホッブス社会哲学の
成立過程－2－（経済論叢119－4．51977）
179）中村義知：ホッブズにおける神と国家（政経論叢26－51977）
180）冨貴島明：トーマス・ホッブスの自然法（1）－自然権について－（城西経済学会誌12－1，2，
31977）
181）福田歓一：トマス・ホッブスの自由論一｢抵抗権」論議との関連において，（国家学会雑誌90-9,
101977）
182）小池正行:T・ホツブズの自然法思想の一考察（岐阜大学教育学部研究報告人文科学261978)
183）佐藤正志：ホッブズ機械論的自然像の形成過程一「トマス・ホワイトの『宇宙論』への批判」を通し
て－（イギリス哲学研究創刊号1978）
184）添谷育志・谷喬夫：（訳)L.シュトラウス著『ホツブズの政治学』(1)(埼玉大学紀要社会科学篇
261978）
185）妹尾剛光：ホッブズにおける人間と社会（行沢・田中・平井・山口編『社会科学の方法と歴史』ミ
ネルウア書房1978〔第6章〕）
186）高橋真司：挑波士著『主権論』をめぐって－明治初期日本における西欧思想受容の一局面一（長崎総
合科学大学紀要学名変更記念号191978）
187）藤原保信・佐藤正志：リヴァイアサン有斐閣1978
188）若松謙：人間本性の問題（1）－ホツブズの利己的人間観をめく･って一（奈良教育大学紀要人文・
社会27-11978)
189）市川太一：（訳)S､S.ウォーリン著『ホッブズと政治理論の叙事誌的伝統』未来社1979

